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1 歴史 

明治 22 年の市町村制施行により，上横田，東横田，江曽島，台新田，東

川田，屋板，砂田，猿山新田，下栗，平松の 10 か村を合併し，村名を「横

川村」とし上横田に役場を置いた。 

明治 29 年 11 月，屋板に新築移転したが，明治 35 年の大暴雨で吹き倒さ

れ，一時民家に役場を移す。 

明治 43年，再び屋板に役場を新築し移転する。 

（「横川村誌」によると，昭和 7年頃の所在地は屋板町 1068-1） 

   昭和 29年 9月に宇都宮市との合併により役場は廃止され，宇都宮市横川

支所となる。また同月に市立横川公民館が設置された。（この時点の所在地

は支所・公民館ともに屋板町 1468） 

昭和 32年に機構改革により支所を「横川出張所」へと名称変更。 

   昭和 55年に横川公民館を現在の場所に移転。 

   昭和 59年 1月に横川出張所を横川公民館の隣に移転。 

   平成 18年 3月の「横川地区市民センター」設置にともない，現センター

での出張所・公民館業務を開始した。 

 ○年表 

 できごと 

明治 22年 市町村制施行。横川村となり，上横田に役場を置く 

29年 横川村役場を屋板に移転 

昭和 24年 平松北部（宇大周辺）を宇都宮市に編入 

27年 江曽島北部・西部を宇都宮市に編入 

  29年 宇都宮市に合併。村役場が支所となる。 

横川公民館設置 

  32年 機構改革により支所が出張所となる。 

  55年 横川公民館・横川出張所を現在地に移転 

平成 14年 公民館を廃止し，生涯学習センターに名称変更 

18年 横川地区市民センター設置 

（出張所と生涯学習センターの施設複合化） 

 ※参考資料 『宇都宮市 60周年史』 宇都宮市役所 1960年 

       『横川村誌』 横川村小学校編纂 1932年 
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２ 町名（五十音順） 

町  名 由 来 等 

インターパーク 1丁

目 

宇都宮インターパーク地区計画内に位置し，砂田町，中

島町，屋板町，上横田町の各一部が，平成 20 年に町名変

更により成立した。 

町名は，地区内分譲愛称に由来し，「インター」は宇都宮・

上三川インターチェンジを指し，ランドマーク的な意味

があり，「パーク」は「みずほの自然の森公園」を指す。

「南部総合公園」また，緑溢れる地区全体を公園と見立

てたイメージとしたことによる。 

町内には，大規模工業流通施設地区や商業複合型施設地

区など北関東最大の郊外型商業施設集積地区が隣接して

いる。 

インターパーク 2丁

目 

江曽島町
え そ じ ま ま ち

 田川と姿川との間の台地上に位置し，西部には新川が流

れる。石器時代の先住民の土器や土偶などの遺物が地区

内で広く発掘されている。 

江曽島は戦国期から見える地名。地名の由来は，かつて

土器ヶ沼をはじめ低沢地が多かったため，人家の周囲に

溜水が多く島のように見えたので，江戸島と称したが，

江戸の 2 文字を差止められて江曽島となったという説と，

往昔，下野の富民を陸奥に移住させ，陸奥の蝦夷人を当

地に移住させたことから蝦夷島と呼ばれ，のちに江曽島

となったという説がある。 

江曽島村は江戸期から明治 22 年までの村名である。 

明治 4 年の廃藩置県による宇都宮県を経て，明治 6 年宇

都宮県の廃止により栃木県に所属，明治 22 年の町村制実

施により横川村の大字名となる。その後，昭和 29 年の宇

都宮市との合併により現在の町名となる。 

戦後，住宅地化の進行とともに人口が増加し，町内の一

部が分離している。 

上横田町
か み よ こ た ま ち

 田川右岸，同川の形成した沖積地とその西の台地にまた

がって位置する。地名の由来は，宇都宮宗円の子孫横田

四郎頼業が兵庫塚（現兵庫塚町）に城を築き，支配地を

横田ノ郷と称したことによるという。 

上横田村は江戸期から明治 22 年までの村名である。 

明治 4 年の廃藩置県による宇都宮県を経て，明治 6 年宇
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都宮県の廃止により栃木県に所属，明治 22 年の町村制実

施により横川村の大字名となり，同時に横川村役場が明

治 29 年に屋板に新築移転となるまで地区内に置かれる。

その後，昭和 29 年の宇都宮市との合併により現在の町名

となる。 

町内には，南北 1,700 メートルの滑走路を持つ陸上自衛

隊宇都宮飛行場などの北宇都宮駐屯地がある。また，縄

文，古墳時代の集落跡がある。 

川田
か わ だ

町
まち

 田川右岸の台地と田川左岸の沖積平野に位置する。 

もとは横川村東川田である。地名の由来は，台地上にあ

る字本村から東部が田川田圃であることから東川田とな

ったと伝える。 

東川田村は江戸期から明治 22 年までの村名である。 

明治 4 年の廃藩置県による宇都宮県を経て，明治 6 年宇

都宮県の廃止により栃木県に所属，明治 22 年の町村制実

施により横川村の大字名となる。その後，昭和 29 年の宇

都宮市との合併と同時に東川田から現在の町名に改称す

る。 

昭和 57年に開通した東北新幹線が地区の西部を南北に縦

断している。 

さるやま町
まち

 田川左岸，田川の沖積上に位置する。 

江戸期に，猿山村の新田として開発され，文禄年間に成

立したと伝えられている。 

猿山新田村は江戸期から明治 22 年までの村名である。 

明治 4 年の廃藩置県による宇都宮県を経て，明治 6 年宇

都宮県の廃止により栃木県に所属，明治 22 年の町村制実

施により横川村の大字名となる。その後，昭和 29 年の宇

都宮市との合併と同時に猿山新田から現在の町名に改称

する。 

町内の東部にはさる山古墳群や平城猿山城跡がある。 

下栗
しもぐり

町
まち

 田川左岸，田川の沖積地とその東に広がる台地上に位置

する。中央部を夏防川（江川），御用川用水路，西部を簗

瀬用水が南流し，灌漑用水路が発達している。 

下栗村は江戸期の村名である。明暦 4 年（一説に宝永 4

年）に猿山村と大塚村が合併して成立したといわれる。

天保年間に猿山村と大塚村に分かれた。 
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明治 5 年に大塚村と猿山村が合併して下栗村が成立し，

明治 22 年までの村名となる。 

明治 6 年栃木県に所属，明治 22 年の町村制実施により横

川村の大字名となる。その後，昭和 29 年の宇都宮市との

合併により現在の町名となる。 

地区内には下栗大塚古墳や下栗念仏塚古墳がある。 

昭和 52 年に南部の一部が分離している。 

下栗
しもぐり

1 丁目 平成 2 年に下栗町の一部から分離し成立した。 

城南
じょうなん

1 丁目 昭和 40 年代に急速に人口が増加したため，昭和 49 年に

東横田町の西南部と上横田町の西北部の台地でＪＲ宇都

宮線以東の地域が分離独立し，住居表示実施により成立

した。地名は宇都宮城跡の南部であることによる。 

城南
じょうなん

2 丁目 

城南
じょうなん

3 丁目 

砂田町
す な た ま ち

 田川左岸の沖積地に位置する。北東部は低い台地となっ

ている。地域の中央を夏防川（江川）が南流している。

地名の由来は，江戸期の慶長年間の村設立当事に，瘦土

で良田がなかったので，村民が一致協力して砂まじりの

良土を運び，瘦田を良田に改良したことによると伝える。 

砂田村は江戸期から明治 22 年までの村名である。 

明治 4 年の廃藩置県による宇都宮県を経て，明治 6 年宇

都宮県の廃止により栃木県に所属，明治 22 年の町村制実

施により横川村の大字名となる。その後，昭和 29 年の宇

都宮市との合併により現在の町名となる。 

台
だい

新田町
しんでんまち

  田川右岸の台地上に位置する。地名の由来は，上横田村

から台地上に開かれた新田が分離独立したことによると

伝える。 

台新田村は江戸期から明治 22 年までの村名である。 

明治 4 年の廃藩置県による宇都宮県を経て，明治 6 年宇

都宮県の廃止により栃木県に所属，明治 22 年の町村制実

施により横川村の大字名となる。その後，昭和 29 年の宇

都宮市との合併により現在の町名となる。 

昭和 49 年に国道 4 号線とＪＲ宇都宮線に挟まれた地域が

分離している。 

台
だい

新田
しんでん

1 丁目 昭和 62 年に台新田町の一部から分離し，住居表示実施に

より成立した。 
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西原町
にしばらちょう

 田川右岸の平坦地に位置し，戦国期に見える地名。 

西原村は江戸期から明治 19 年までの村名である。 

古くは釜川より西南の方を西原，東北の方を東原と称し

たが，宇都宮城を築くとき，鏡ケ池を埋めて城下町をつ

くって以来，東原の形跡はなくなり，西原の地名のみが

残ったといわれる。 

江戸期の西原村は，宇都宮城下町の南から西にかけての

外縁に立地し，広範な地域をなしていた。 

明治 19 年に西原村から西原町と改称し，明治 29 年の市

制施行により宇都宮市の町名となる。 

その後住居表示実施等により町内の一部が分離してい

る。 

東横田町
ひがしよこたまち

 田川右岸の台地と田川の沖積地上に位置し，中央部を田

川が南流している。地名の由来は，宇都宮宗円の子孫横

田四郎頼業の支配地横田ノ郷の東部にあたることから，

江戸期の慶安年間に東横田村と称されたという。 

東横田村は江戸期から明治 22 年までの村名である。 

明治 4 年の廃藩置県による宇都宮県を経て，明治 6 年宇

都宮県の廃止により栃木県に所属，明治 22 年の町村制実

施により横川村の大字名となる。その後，昭和 29 年の宇

都宮市との合併により現在の町名となる。 

昭和 40年代から西部の国道に近い台地部に住宅地が増加

し，地域の一部が横田新町，城南 3 丁目，宮の内 1 丁目

となる。 

平
ひら

松本町
まつほんちょう

 田川左岸，田川の形成した沖積地が東部の丘陵に接する

所に位置する。もとは横川村平松である。平松の地名の

由来は，天平年間字境田にあった松の大木と天平の平ら

の字を合わせたものと伝承されている。 

平松村は江戸期から明治 22 年までの村名である。 

明治 4 年の廃藩置県による宇都宮県を経て，明治 6 年宇

都宮県の廃止により栃木県に所属，明治 22 年の町村制実

施により横川村の大字名となる。 

昭和初期に石井街道に面してバスが通り，商家が見られ

るようになり，昭和 24 年に地域の東北部地域が平松町と

なり，残りの地域が昭和 29 年の宇都宮市との合併により

現在の町名となる。 
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宮
みや

の内
うち

1 丁目 昭和 41 年に東横田町の一部から分離し成立した。 

屋板
や い た

町
まち

 田川左岸，同川の沖積地に位置し，中央部に川田用水が

南流している。慶長 2 年に元屋板村と矢板村が合併して

屋板村となったという。 

屋板村は江戸期から明治 22 年までの村名である。 

明治 4 年の廃藩置県による宇都宮県を経て，明治 6 年宇

都宮県の廃止により栃木県に所属，明治 22 年の町村制実

施により横川村の大字名となる。 

明治 29 年には横川村役場が上横田町から新築移転した。

昭和 29 年の宇都宮市との合併により現在の町名となる。 

横田
よ こ た

新町
しんまち

 東横田町の西部と上横田町の西部の台地地域で，国道 4

号線とＪＲ宇都宮線に挟まれた地域に位置する。 

昭和 40 年代に急速に人口が増加したため，東横田町と上

横田町から分離独立し，住居表示実施により成立した。

地名は 2 つの町に共通する横田をとって命名された。 

※ 参考資料 『角川日本地名大事典 9栃木』 角川書店 1984年 

『日本歴史地名大系 9栃木県』 平凡社 1988年 

『栃木県の地名』 平凡社 1988年 

 

 

３ 自然 

（１） 地形 

・宇都宮西台地と宇都宮東台地が主となる地域であり，表層の地質は，火山

灰やその含有割合の高い黒ボク土壌が広く分布している。また，地区中央に

は豊かな田園地帯が広がり，南東部には貴重な平地林を残している。 

・古くから，横川地区の東・南部は，平坦な地形と豊かな田川の清流によっ

て稲草がよく育ち，遠い昔から耕地が少しづつ増加し，宇都宮藩の穀倉地と

して衆目を集めてきた。 

・下栗とさるやまの間には大きな里山がある。 

（２） 河川 

・田川が中央部を貫流し，夏防川が，古里村の白沢に源を発し東部を流れ，

吉田村で田川に入る。 

（３） 沼沢 

・江曽島には，土器沼・太鼓沼といった小さな沼や沢地が南北に散らばって

いた。平松には夏防沼という小さな沼があった。 

・インターパーク貯水池には，ヨシの群落や，水鳥等が生息している。 
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（４） 名木 

  ・下栗町のイヌツゲ（下栗町３３１－２） 

   下栗の田土神様を祭る石祠裏にある。 

  ・西原町のヤマザクラ（西原町１４２） 

   グランドホテル庭園内にあり，途中から双幹になっている。 

  ・宇短大のソメイヨシノ（西原町３５３５） 

   宇都宮短期大学附属高校玄関わきにあり，旧軍道の桜の名残。 

  ・江曽島東のシダレザクラ（江曽島町１２１０） 

   坂本宅東側の石倉裏にある。 

・江曽島西のシダレザクラ（江曽島町８２３） 

   飯塚宅の庭先にある古木。 

※参考資料 『宇都宮市史』 宇都宮市 

『横川のこよみ』 石川澄雄 ２００１年 

『うつのみやの自然』 宇都宮市 ２０１１年 

『宇都宮市自然環境基礎調査 報告書（概要版）』 宇都宮市  

２０１１年 

『宇都宮の名木』 宇都宮市 １９８１年 

Webホームページ「よこかわの風」 

 

 

４ 主要施設 

（1）行政機関 

  ア 行政施設 

    ・横川地区市民センター  所在地 屋板町 576-1 

      敷地面積 7,980.61㎡ 

      延床面積 1,498.69㎡ 

      建設費  589,361千円 

      駐車台数 111台 

供用開始 平成 18年 3月 20日 

施 設 

  窓口サービス 

   戸籍や住民異動の届出，各種証明書の発行 

   印鑑登録，埋火葬許可，国民年金関係 

国民健康保険関係 保健と福祉の総合相談 等 
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横川生涯学習センター（旧横川公民館） 

   ホール 3，学習室 3，和室 2，調理実習室， 

   多目的ルーム 図書室 

※参考資料 『市政概要 平成 25年度版』宇都宮市議会事務局 2003年 

       『事務概要 平成 26年度』宇都宮市教育委員会生涯学習課 

 2014年 

      『横川村誌』横川村小学校編纂 1932年 

『横川のこよみ』石川純雄／著 2001年 

『栃木県町村合併誌』第 2巻 栃木県 1955年 

「宇都宮市公式ウェブサイト」（2014年 6月現在） 

 

  イ 警察 

    ・台新田町交番      所在地 台新田町 162 

 

  ウ 消防 

    管轄消防署（常備消防） 

    ・南消防署 昭和 56年 1月 9日開署 

      所在地 宮の内 1丁目 174番地 8 

      業 務  

庶務，予防，警防，救急，救助各グループで構成 

車 両  

消防ポンプ自動車，水そう付消防ポンプ自動車， 

       屈折はしご付消防自動車。化学消防ポンプ自動車，救助工作車，

高規格救急自動車(2台)，資材輸送車， 

       指揮車，査察車(2台)  

・簗下分署 平成 3年 4月 1日開署 

所在地 下栗 1丁目 20 番地 1 

      業 務  

       水火災等の警戒防ぎょに関すること。 

       救急活動に関すること。 

       消防隊の編成に関すること。 

       防火対象物及び地水利の調査に関すること。 
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       立ち入り検査及び防火指導に関すること。 

       所管の機械器具その他営造物等の保守管理に関すること。 

       災害情報の収集に関すること。 

      車 両  

消防ポンプ自動車，水そう付消防ポンプ自動車， 

       屈折はしご付消防自動車。高規格救急自動車 

    ・消防団 宇都宮市消防団横川分団 

      1分団 12部で構成， 

団員 155名，小型動力ポンプ付積載車 12台      

各部 車庫所在地 車 両 

第 1部 上横田町 小型動力ポンプ付積載車 

第 2部 台新田町 小型動力ポンプ付積載車 

第 4部 川田町 小型動力ポンプ付積載車 

第 5部 平松本町 小型動力ポンプ付積載車 

第 6部 下栗町 小型動力ポンプ付積載車 

第 7部 下栗町 小型動力ポンプ付積載車 

第 8部 下栗町 小型動力ポンプ付積載車 

第 9部 さるやま町 小型動力ポンプ付積載車 

第 10部 砂田町 小型動力ポンプ付積載車 

第 11部 屋板町 小型動力ポンプ付積載車 

第 12部 屋板町 小型動力ポンプ付積載車 

第 13部 東横田町 小型動力ポンプ付積載車 

※参考資料『消防年報 平成 25年度版』宇都宮市消防本部 2013年 

 

エ 水道 

    ・川田水再生センター 所在地 川田町 240 

      敷地面積  97,240㎡ 

      計画処理区画域面積 632.5ha うち特環処理区 326.5ha 

      計画処理人口 （全体計画）27,100人 

             （事業計画）22,400人 

      計画処理水量 （全体計画）17,390㎥／日 

             （事業計画）12,160㎥／日 
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      処理方式  標準活性汚泥法 

      排除方式  分流式 

      事業年度  平成 9年度～平成 30年度（予定） 

      処理開始  平成 12年 4月 1日 

 

  オ ごみ処理施設 

    ・南清掃センター 所在地 屋板町 330 

      敷地面積  32,989㎡ 

      竣 工   昭和 62年 12月 

      設計施工  日立造船株式会社 

      建設費   49億 6,694万円 

      処理能力  280ｔ／24ｈ （140ｔ／24ｈ×2炉） 

      還元施設  屋板広場（ゲートボールコート 2面， 

多目的広場など） 

老人福祉施設ことぶき会館への温水供給 

    ・東横田清掃工場 所在地 東横田町 136 

      敷地面積  39,061㎡ 

 

施 設    竣 工 処理方式 建設費 実処理能力 

汚泥乾燥 

焼却施設 

昭和 57年 3月 気流乾燥・ロー

タリーキルン 

4億 5,600万円 30ｔ／7ｈ 

し尿処理 

施設 

昭和 61年 1月 標準脱窒素処理 30億4,478万円 185kl／24h 

    

カ 自衛隊 

    ・陸上自衛隊北宇都宮駐屯地  所在地：上横田町 1360 

      所属部隊･機関：航空学校宇都宮校，第 12ヘリコプター隊（一部） 

      沿革：昭和 16年中島飛行機(現富士重工業)が飛行場を開設。昭和

31 年に防衛庁所管となる。その後航空自衛隊基地，陸上自衛隊分

屯地，海上自衛隊航空基地を経て，昭和 48年航空学校岩沼分校が

宇都宮に移駐し，宇都宮分校となり北宇都宮駐屯地を開設。 

     （陸上自衛隊ホームページより） 
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（2）教育施設 

  ア 小学校 ※学級数，児童数は平成 25年 5月 1日現在  

    ・横川中央小学校   所在地 屋板町 1072 

      学級数：14 児童数：360人 

      明治 6年 学区訓蒙舎創立。 

      明治 20年 校舎新築，上横田尋常小学校とする。 

      明治 28年 高等科併置，横川尋常高等小学校と改称。 

明治 34年 校舎現在地に移転。  

昭和 3年 高等科を廃し，横川公民学校設置。 

昭和 22年 横川村立中央小学校と改称する。 

昭和 29年 宇都宮市立横川中央小学校と改称。 

昭和 55年 瑞穂台小学校が開校し，学区一部変更。 

    ・横川東小学校    所在地 下栗町 963 

      学級数：28 児童数：886人 

      明治 6年に下栗学舎として創立。 

      明治 18年 宿郷小学校分教場となる。 

明治 23年 横川村立下栗尋常小学校となる。 

明治 25年 横川尋常小学東校と改称。 

昭和 16年 横川村東国民学校と改称する。 

昭和 22年 横川村立東小学校と改称。 

昭和 29年 宇都宮市立横川東小学校と改称。 

    ・横川西小学校    所在地 上横田町 850   

      学級数：20 児童数：552人 

      明治 34年 横川尋常高等小学校より分離独立し，尋常小学校西校

と称す。 

      昭和 22年 横川村立横川西小学校と改称。 

昭和 29年 宇都宮市立横川西小学校と改称。 

昭和 55年 陽光小学校新設に伴い，今宮・江曽島 5丁目児童分離

（257名）。 

昭和 59年 江曽島 4丁目学区変更により，2～4年 24名が，宇都 

宮市立陽光小学校に転校。 
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イ 中学校 ※学級数，生徒数は平成 25年 5月 1日現在 

    ・横川中学校     所在地 屋板町 143 

      学級数：15 生徒数：475人 

    昭和 22年 横川村立横川中学校創設。 

昭和 29年 宇都宮市立横川中学校と改称。 

 

  ウ 幼稚園 

・恵光幼稚園    所在地 下栗町 2254 

学級数：13学級（年長 4学級 年中 4学級 年少 5学級） 

 園児数：331名 

・認定しぜんこども園 風と緑の幼稚園  

所在地 下栗町 631－2  

学級数：10学級（年長 3学級 年中 3学級 年少 4学級） 

園児数：242名 

・みどり幼稚園   所在地 西原 3－2－12 

学級数：4学級（年長 1学級 年中 1学級 年少 1学級  

満 3歳児 1学級） 

      園児数：59名 

・陽南幼稚園     所在地 江曽島町 1258－6 

学級数：12学級（年長 4学級 年中 3学級 年少 4学級  

満 3歳児 1学級） 

      園児数：236名 

・陽南第二幼稚園   所在地 江曽島町 1163－5 

学級数：8学級（年長 2学級 年中 2学級 年少 3学級  

満 3歳児 1学級）  

園児数：171名 

※参考資料 一般社団法人栃木県幼稚園連合会ホームページ 

（平成２６年７月２４日現在の掲載情報） 

 

  エ その他の学校 

    ・報徳看護専門学校  所在地 上横田町 1302－12 

      平成 19年 4月に開校した 3年課程の看護師養成所。 
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    ・造園高等技術学校  所在地 下栗 1丁目 11－3 

      昭和 50年に「社団法人栃木県造園建設業協会」が戸祭 1丁目に造

園学校を開設。 

      翌 51年に職業訓練校となり，52年に運営が「職業訓練法人栃木県

造園高等職業訓練校運営会」に移る。 

      昭和 54年現在の校舎が完成し移転。 

      昭和 57年現在の校名「造園高等技術学校」になる。 

      職業能力開発促進法に基づく学校で，新しい時代に適応できる有

能な造園技術者の養成にあたっている。 

     （造園高等技術学校ホームページより） 

※参考資料『教育要覧 平成 25年度』 宇都宮市教育委員会 2013年 

『風土の中の栃木県校歌集 上巻・小学校編』栃木県連合教育 

会 1987年 

『風土の中の栃木県校歌集 下巻 中・高・大編』栃木県連合教 

育会 1988年 

『全国学校総覧 2013年版』 原書房 2012年 

  『栃木県教育史 第三巻』 栃木県教育史編さん委員会 1986年 

 

（3）医療機関 

（診療科目は「栃木県病院・診療所名簿」に記載されている内容をそのまま記入） 

病院 

 名  称 所在地 診療科目 

1 倉持病院 屋板町 400-1 消化器内科，呼吸器内科，アレルギー科，

消化器外科，乳腺外科，リウマチ科，整形

外科，リハビリテーション科，麻酔科，循

環器内科，内科，皮膚科，小児皮膚科 

 

診療所 

 名  称 所在地 診療科目 

1 アルテミス宇都宮クリ

ニック 

インターパーク 5-1-9 産科，婦人科 
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 あんどうこどもクリニ

ック 

下栗町 1645-1 内科，小児科，アレル

ギー科 

2 池口クリニック 下栗町 977-1 内科，外科，消化器内

科，消化器外科 

3 いとう胃腸科クリニッ

ク  

※平松本町 1213-4 外科，胃腸科，肛門外

科，泌尿器科 

4 稲田整形外科医院 ※平松本町 326-1 整形外科，リハビリテ

ーション科 

5 インターパーク眼科診

療所 

※イン ター パーク

6-1-1 宇都宮インタ

ーパーク内 2階 

眼科 

6 宇都宮セントラルクリ

ニック 

屋板町 561-3 内科，神経内科，消化

器内科，循環器内科，

整形外科，呼吸器内科，

乳腺外科，リハビリテ

ーション科 

7 えのきはらクリニック 下栗 1-21-12 内科，小児科，アレル

ギー科，皮膚科 

8 おおくぼ眼科 ※平松本町 1137-4 眼科 

9 大場医院 下栗町 703-11 内科，腎臓科 

10 おおやま皮フ科クリニ

ック  

※平松本町 365-1 皮膚科 

11 

 

菊池整形外科医院 砂田町 369-1 神経科，リウマチ科，

整形外科，リハビリテ

ーション科 

12 

 

倉井清彦内科医院 ※平松本町 326-4 内科，消化器，循環器

内科，呼吸器内科，他 

13 

 

倉持整形外科・内科屋

板 

屋板町 405-1 

 

 

 

 

内科，リウマチ科，整

形外科，リハビリテー

ション科，消化器内科，

呼吸器内科，循環器内

科，アレルギー科，大・
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 肛門外科，乳腺外科，

皮膚科，美容皮膚科，

小児皮膚科 

14 

 

佐々木記念クリニック 屋板町 578-38 内科，神経内科，外科，

整形外科，脳神経外科，

皮膚科，リハビリテー

ション科，放射線科，

肛門外科，胃腸科，循

環器科 

15 

 

椎名内科クリニック ※江曽島町 1324-2 内科，消化器科，循環

器科 

16 

 

耳鼻咽喉科すがわらク

リニック 

※平松本町 1204-2 耳鼻いんこう科 

17 

 

でいリウマチ科内科ク

リニック 

下栗町 2935-2 リウマチ科，内科 

18 特別養護老人ホームい

こいの森西原医務室 

西原町 13-1 内科 

19 特別養護老人ホームひ

ょうたん村医務室 

屋板町 126-11 内科 

20 

 

特別養護老人ホーム宮

の里かわだ医務室 

川田町 1077-2 内科 

21 橋壁皮膚科 下栗町 1055 皮膚科 

22 橋壁クリニック 下栗町 1055 美容皮膚科 

23 平尾内科小児科 西原町 560 内科，消化器科，循環

器科，小児科 

24 平松クリニック ※平松本町 661-1 内科，呼吸器科，消化

器科，循環器科，小児

科，外科，泌尿器科，

放射線科 

25 福泉医院 下栗 1-1-1 内科，小児科，外科，

整形外科，皮膚科，産

婦人科，リハビリテー
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ション科 

26 前田クリニック ※宮の内 1-34-5 内科，呼吸器科，循環

器科，リハビリテーシ

ョン科 

27 増山内科小児科クリニ

ック 

※平松本町 340-6 内科，呼吸器科，胃腸

科，循環器科，アレル

ギー科，小児科 

28 目黒医院 ※横田新町 9-4 内科 

29 やたがい内科クリニッ

ク 

屋板町 1084-5 糖尿病内科，他 

30 やなせ小児科医院 ※平松本町 1138-7 内科，小児科 

31 よしざわクリニック 台新田 1-2-25 内科，消化器内科，整

形外科，外科，乳腺外

科，肛門外科 

32 吉田内科クリニック 屋板町 155-1 内科，循環器科，小児

科 

33 陸上自衛隊北宇都宮駐

屯地医務室 

上横田町 1360 内科，外科，歯科 

 

歯科診療所 

 名  称 所在地 診療科目 

1 あおきファミリー歯科 下栗町 2169-1 歯科，矯正歯科，小児

歯科，歯科口腔外科 

2 いがらし歯科イースト

クリニック 

※平松本町 1125-6 歯科，矯正歯科，小児

歯科，歯科口腔外科 

3 インターパークすずら

ん歯科 

インターパーク 1-3-4 歯科，小児歯科，歯科

口腔外科 

※参考資料 『栃木県病院・診療所名簿 平成 26年度』 

栃木県保健福祉部医事厚生課 2014年 
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（4）社会福祉施設 

ア 老人福祉施設・障がい福祉施設 

 （ｱ） 地域包括支援センター 

 名  称 所在地 

1 よこかわ地域包括支援センター 屋板町 578－504 

 

  （ｲ） 居宅介護支援（居住サービス計画作成・ケアマネジャー） 

 名  称 所在地 

1 居宅介護支援事業所 フォレスト 川田町 1020－9 

2 ひだまり 下栗 1－17－5 

3 有限会社あゆ介護サービス 下栗町 2291－31 

4 居宅介護支援事業所「ひょうたん」 屋板町 126－11 

 

（ｳ） 訪問介護（ホームヘルプサービス） 

 名  称 所在地 

1 訪問介護 フォレスト 川田町 1020－9 

2 ホワイトバード 下栗町 2974－8 

 イースタンピュア 101 

3 ヘルパーステーション ほほえみ倶楽部宇

都宮 

西原町 58－1 

 

  （ｴ)訪問看護 

 名  所在地 

1 訪問看護ステーション 風 城南 3－5－6 

2 ＷＡＤＥＷＡＤＥ訪問看護ステーション 平松本町 1208－3  

ボヌール鈴木 106 

 

   （ｵ）通所介護［療養通所介護含む］（デイサービス） 

 名  称 所在地 

1 老人デイサービスセンターえそしま 江曽島町 1218－2 
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2 ツクイ宇都宮いちり 上横田町 800 

3 デイサービスだんとつ 川田町 1020－9 

4 川田ふれあいデイサービスセンター えが

お 

川田町 1051 

5 デイサービスセンター ひだまり 下栗 1－17－5 

6 デイサービス ひまわりの会 台新田の家 台新田 1－13－24 

7 デイサービスセンター さくらがおか 西原町 3534－2 

8 デイサービスセンター平松 平松本町 325 

9 デイサービス幸笑 平松本町 756 

10 コープデイサービスセンター平松本町 平松本町 798－1 

11 飯田福祉会 ことぶき 屋板町 558 

 

 （ｶ）通所リハビリテーション（デイケア） 

 名  称 所在地 

1 稲田整形外科医院 平松本町 326－1 

 

  （ｷ）短期入所生活介護（ショートステイ） 

 名  称 所在地 

1 短期入所生活介護 宮の里かわだ 川田町 1077－2 

2 特別養護老人ホーム いこいの森西原 西原町 13－1 

3 特別養護老人ホーム 「ひょうたん村」 屋板町 126－11 

 

  （ｸ）認知症対応型共同生活介護（グループホーム） 

 名  称 所在地 

1 グループホーム おおるり台新田 台新田 1－14－7 

 

  （ｹ）小規模多機能型居宅介護 

 名  称 所在地 

1 「ひょうたん亭」 屋板町 126－11 
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  （ｺ）介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム） 

 名  称 所在地 

1 特別養護老人ホーム 宮の里かわだ 川田町 1077－2 

2 特別養護老人ホーム ひょうたん村 屋板町 126－11 

 

  （ｻ）福祉用具貸与 

 名  称 所在地 

1 エフビー介護サービス株式会社 宇都宮営

業所 

横田新町 4－19 

 

  （ｼ）福祉用具販売 

 名  称 所在地 

1 ソネット宇都宮 城南 3－11－2 

2 エフビー介護サービス株式会社 宇都宮営

業所 

横田新町 4－19 

 

    (ｽ) 障がい福祉施設 

 名  称 所在地 

1 宇都宮市サン・アビリティーズ 屋板町 251－1 

※参考資料 『介護サービス事業所等一覧』宇都宮市公式ＷＥＢサイトより 

 

（５）児童福祉施設 

ア． 保育園・認定こども園 

 名  称 所在地 種別 

1 ※あさひの保育園 平松本町 327-3 私立保育所 

2 認定しぜんこども園  

かぜとみどりのなーさりぃ 

下栗町 631-2 私立認定こども園 

3 上横田よつば保育園 台新田 1丁目 2-5 私立保育所 

4 ※平松保育園 平松本町 779-22 私立保育所 

※参考資料 「平成 26年度 保育所・認定こども園（幼保連携型）入所のご案



20 

 

内（平成 26年 4月作成）」宇都宮市公式ウェブサイトより 

イ． 子どもの家 

 小学校名 愛 称 施設の場所 

1 横川東小 横川東ふれあいクラブ 南校舎西 1階 

2 横川西小 よこにしクラブ 校庭北東（独立棟） 

3 横川中央小 よつぼしクラブ 校庭北東（独立棟） 

※参考資料 『事務概要 平成 26年度』 宇都宮市教育委員会生涯学習課 

2014年 

 

（６）金融機関等 

ア 郵便局 

 名  称 所在地 

1 屋板郵便局 屋板町 1025−5 

2 上横田簡易郵便局（ＡＴＭなし） 台新田 1−13−12 

3 ゆうちょ銀行さいたま支店 ＦＫＤシ

ョッピングモールインターパーク内出

張所（ＡＴＭ） 

インターパーク 6−1−1 

（1階北側中央出入口横） 

 

 イ 銀行 

 名  称 所在地 

1 足利銀行インターパーク支店＜リテー

ルセンター＞  

インターパークローンセンター（イン

ターパーク支店内） 

インターパーク 3－3－4 

2 足利銀行横田（ＡＴＭ） 横田新町 11-2 

3 足利銀行オータニ江曽島店（ＡＴＭ） 江曽島町 1062-1（駐車場内） 

4 足利銀行ＦＫＤインターパーク店（Ａ

ＴＭ） 

インターパーク 6−1−1 

（1階北側中央出入口横） 

5 足利銀行インターパークビレッジ（Ａ

ＴＭ） 

インターパーク 4-1-3（ショッ

ピングモール内） 

6 栃木銀行平松支店 平松本町 777-1 

7 栃木銀行スーパーオータニ江曽島店 江曽島町 1068-4 



21 

 

（陽南支店）（ＡＴＭ） 

8 栃木銀行ＦＫＤインターパークビレッ

ジ（雀宮支店）（ＡＴＭ） 

砂田町 88 

9 栃木銀行たいらや川田店（簗瀬支店）

（ＡＴＭ） 

川田町 819 

10 栃木銀行ＦＫＤインターパーク店（雀

宮支店）（ＡＴＭ） 

インターパーク 6−1−1 

（1階北側中央出入口横） 

 

 ウ 農協 

 名  称 所在地 

1 JAうつのみや横川支所 屋板町 1115-3 

2 JAうつのみや横川西出張所 上横田町 1494-2 

 

 エ 信用金庫 

 名  称 所在地 

1 烏山信用金庫平松支店 平松本町 330-1 

2 栃木信用金庫ＦＫＤインターパーク店

出張所（ＡＴＭ） 

インターパーク 6-1-1 

（1階北側中央出入口横） 

※参考資料 ホームページ「日本全国銀行・ＡＴＭマップ」・各銀行・日本郵政 

 

（7）体育施設 

   ・屋板運動場  所在地 屋板町 231－1 

     敷地面積 58,495㎡ 

     施設概要 ①運動広場 17,348㎡ 

（野球 2面，サッカー1面） 

照明設備 

          ②庭球場 15面 

（人工芝：12面，全天候型：3面） 

照明設備 

          ③ゲートボール場 2面 

  ・宇都宮市弓道場  所在地 屋板町 231－1 

    延床面積 727.38㎡ 
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    施設概要 近的 10人立 観覧席，照明設備 

    開 設  平成 4年 3月 

  ・宇都宮市スケートセンター 所在地 城南 3 丁目 15－32 

    敷地面積 11,548㎡ 

    延床面積 4,157㎡（2階建） 

    施設概要 冬季：屋内スケートリンク（30ｍ×60ｍ）  

         夏季：スポーツ及び多目的フロア 

観客席 248席 

    開 設  平成 6年 11月 

   ※参考資料 『市政概要 平成 25年度版』宇都宮市議会事務局 2013年 

         『教育要覧 平成 25年度』宇都宮市教育委員会 2013年 

 

（8）その他の施設 

  ・食肉衛生検査所  所在地 川田町 220 

    延床面積 773.71㎡ 

    建物構造 鉄骨鉄筋コンクリート造（2階建） 

   開 所  平成 8年 4月 1日 

   主な事業 と畜検査，牛海綿状脳症（BSE）対策，と畜場の衛生指導 

 

５ 民俗 

（1）まつり・年中行事 

行事名 実施時期・特徴 

天祭 

台新田，上横田，下栗 

時期は不定期。日照りが続き雨乞いが

必要になると実施される。 

天棚の龍を出すと必ず雨が降るといわ

れた。（下栗） 

ふんどし 1 本の若衆が台新田の地区内

の東京街道を南はしから北のはしまで

背中あわせにもみあう。ハダカモミ。

豊作を祈るお祭り。（台新田） 

 

例祭（鎮守の祭り） 横川地区内には 13の神社がある。 
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各地神社 祭礼は 9月中旬に実施するもの，11月

下旬に実施するものがある。 

江曽島の滝尾神社では鉾・旗・おはけ

などを用いるのが特徴。 

江曽島の菅原神社ではいも汁を供える

のが特徴。 

東川田の高龗神社や屋板の星の宮神社

では子ども相撲が奉納される。 

甘茶祭 

薬師堂（上横田） 

4月 8日に実施。 

地蔵尊祭 

石地蔵（屋板） 

7月中旬～下旬の日曜日に実施。 

田川の大水のときに流れついたものを

村人たちが祭ったと伝えられる。 

一万燈祭 

薬師堂（上横田） 

8月 9日に実施。 

オクンチ 

（江曽島） 

9月 9日，19日，29日に実施。 

牛大日神社祭礼 

牛大日神社（江曽島・横田） 

11月の第 2日曜日に実施。子ども相撲

が実施される。 

庚申講 

地区内各所 

60日に 1度，庚申の日に実施。以前は

夜の明けるまで，人名招福を願い飲食

をとることで部落の連帯につながっ

た。農耕の神として信じられる。 

十九夜様祭礼 

 石地蔵（平松本町） 

女性の神様・安産の神様で女性に信仰

される。おにぎり，赤飯，けんちん，

きんぴら，白和えなどのごちそうを備

え，祈願する。 

虫追い 

 （屋板本町） 

 

※参考資料『関東地方の祭・行事』海路書院 2008年 

 『宇都宮市屋台・天棚等調査報告書』 

宇都宮市教育委員会文化課 1998年 
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『横川地区の文化財』   横川地区文化財調査特別委員会 1992年 

『宇都宮の祭りと芸能』  宇都宮市教育委員会社会教育課 1984年 

 

（2）民話 

大塚のお稲荷様（下栗町） 

十九夜さん（平松本町） 

※参考資料『親と子で語るうつのみやの民話』 随想舎 2011年 

 

６ 主な文化財・遺跡等 

 分 野 名称・指定区分 特 徴 

1 有形文化財 城南 3 丁目遺跡 1 号墳

出土品（市指定） 

中期古墳の一括資料で，特に銅

鏡は鏡背模様がしっかりした優

品。 

2 有形文化財 本村 2 号噴出土品（市

指定） 

川田町にある古墳群。埋葬主体

部は未盗掘の石棺であった。中

期古墳文化・埋蔵形態を知る上

で貴重。 

3 記念物（史跡） 下栗大塚古墳（市指定） 低地に築かれた直径約 44ｍの円

墳。大型の円墳で埴輪が確認さ

れていないことから古墳時代終

末期に築かれたものと考えられ

る。 

4 遺跡 関道遺跡（江曽島町） 横川西小学校の南側，田川の右

岸で南北に延びる低台地の南端

部。縄文から中世と各時期にわ

たり，多種多様である。 

5 遺跡 砂田遺跡（砂田町・屋

板町） 

田原台地中央に立地し，水田や

畑地が広がる平坦な地形。周辺

の田川流域には，古墳や集落が

分布している。 

6 古墳 さるやま城古墳群（下

栗町 I 

猿山城の中にある古墳で前方後

円墳 1基・円墳 10基がある。 
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8 遺跡 天王山遺跡（下栗町）  

8 遺跡 下並塚遺跡（平松本町）  

※参考資料「宇都宮の歴史と文化財」ＨＰ 

http://61.194.63.139/ext/index_j.php 

『宇都宮市文化財年報』 宇都宮市教育委員会文化課 

      『横川地区の文化財』横川地区文化財調査特別委員会 平成 4年 

 

７ 産業 

  ・川田町および屋板町付近は，乾燥火山灰土粗粒埴壌土で，その西方は南

北にわたる細長い準低湿地沖積土粗粒壌土となっており，その他はおお

むね 乾燥火山灰土細粒黒褐色埴壌土である。 

・観光交流課農村交流グループの，農村地域活性化の取り組みである，地区

むらづくりの推進のため，農業祭（農産物即売会，抽選会，お米の試食，

宮牛カレーの無料配布），なの花まつり，集落環境整備事業（地域景観づ      

くり），集落伝統芸能育成（お囃子）等が，農業委員，農協役員，自治会，

婦人会，各種団体の長を中心に実施されている。 

・地域の北側と東側，西側の３方が市街化区域であるが，地域の中心部を流

れる田川沿いに農用地が広がっている。 

・農地率 32％，うち水田は 91％と比較的農地，水田の多い地域である。 

・肉用牛の飼育頭数が 791頭（平成 24年 2月 1日現在）と，市内で最も多 

く，「宇都宮牛」の主力生産地である。 

・認定農業者数 51（Ⅰ型 18，Ⅱ型 21，Ⅲ型 12） 

平均年齢：58.82歳 

 

農業関係統計             （平成 22年 2月 1日現在） 

地区 農家戸数 農業従事者 １戸あたり経営面積 

横川 425戸 914人 141.6ａ 

全市 6,141戸 13,779人 170.5ａ 

 経   営   耕   地 

地区 総 数 田 樹園地 畑 

横川 60,169 54,827 251 5,091 

全市 1,046,929 903,059 38,255 105,615 

 資料：政策審議室（世界農林業センサス，農業センサス結果） 

 

http://61.194.63.139/ext/index_j.php
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工業関係統計        （平成 24年 12月 31日現在。単位：百万円） 

地区 事業所数 従業者数 製造品出荷額 付加価値額 資産投資額 

横川 50 1,851人 36,723 14,511 1,302 

全市 553 30,226人 1,497,105 457,882 45,446 

資料：政策審議室（工業統計調査結果） 

商業関係統計         （平成 19年 6月 1日現在。単位：百万円） 

地区 事業所数 従業者数 年間販売額 売り場面積 

横川 379 4,034人 167,508 34,611㎡ 

全市 5,901 50,129人 2,835,926 750,288㎡ 

資料：政策審議室（商業統計調査結果） 

業種別団体 

名   称 所 在 地 摘 要 

宇都宮畜産食肉事業協同組合 川田町 211-3 食肉販売 

栃木県臓器協同組合 川田町 211-3 食肉販売 

栃木県家畜商商業協同組合 川田町 210 畜産 

栃木県食肉事業協同組合連合会 川田町 210-3 食料品小売 

※参考資料 『宇都宮市の農林業』 宇都宮市 ２０１２年 

『宇都宮市六十周年記念誌』宇都宮市 １９６０年 

『宇都宮市の商業』宇都宮市 １９９７年 

Web「宇都宮市ホームページ」→「第２次宇都宮市食料・農業・ 

    農村基本計画～農業王国うつのみや」の実現にむけて～耕せば 

愉快だ宇都宮～  「総合統計」 

 

８ 交通 

 ・東京街道が西部台地約 8 キロ間を，雀村より台新田を通り西原町に入り，

真岡街道が，簗瀬町より平松の中央部，下栗の東端約 3 キロの間を通り瑞穂

野村に入っていた。上三川街道が，簗瀬町より東川田・屋板，約 5 キロの間

を通っていた。 

 ・新 4 号が通っており，環状線が南から東へ通っている。また，北関東道も

通っており，特にインターパーク地区は交通アクセスに恵まれている一方，

渋滞問題も発生している。 
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●よこかわいきいき号 

地域住民で組織された「横川地区地域内交通運営委員会」が運営する地域内交

通。平成 24年 12月 1日から試験運行を開始した後，利用促進に向けた取組み

などにより利用者が増加しており，平成 25年 12月 1日から本格運行へ移行。 

事前登録した利用者の予約に応じて，自宅と設定されている目的地，をドアツ

ードアで結ぶ，デマンド方式で運行する。 

主要路線の交通量     （平成 22年 9月から 11月までの任意の日） 

路線名 観測地点 自動車類交通量 増加率（平成 17年比） 

一般国道 4号 上横田 821-5 16,912 11.02％ 

 川田町 1046-3 9,906 －51.92％ 

宇都宮結城線 屋板町 1119-3 11,212 －0.71％ 

宇都宮真岡線 下栗町 2192 14,071 1.70％ 

二宮宇都宮線 屋板町 144-25 11,872 3.66％ 

資料：国道交通省「平成 22年度道路交通センサス一般交通量調査結果」 

平日午前 7時から午後 7時の間の交通量 

 

※参考資料 『宇都宮市史』 宇都宮市  

      「宇都宮市ホームページ」→「横川地区まちづくり懇談会 

（平成 18年 10月，平成 23年 9月）」 

「地域内交通」 

      Ｗｅｂ「宇都宮市統計データバンク」→「総合統計」 
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